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「チエブクロー」

シルバー人材センター「ゆるキャラ」

独自事業でなし栽培をしている園の風景
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●事務局からのお知らせ …………… ８

（香美町香住区内）

見逃すな ヒヤリで済んだ あの経験
平成26年度～28年度までの全国のシルバー人材センター共通スローガン



　

本
年
度
は
役
員
改
選
の
年
に
あ
た

り
、
総
会
終
了
後
に
平
成
28
年
度
第

２
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
新
役
員

が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

理
事
長
藤
澤　

丈
夫
（
香
美
町
・
再
任
）

副
理
事
長
大
桐　

茂
樹
（
新
温
泉
町
・
再
任
）

常
務
理
事
駒
居　
　

勝
（
理
事
会
推
薦
・
新
任
）

理

事
谷
原　
　

登
（
香
美
町
・
再
任
）

理

事
小
谷　

耕
作
（
香
美
町
・
新
任
）

理

事
東
垣　

優
子
（
香
美
町
・
再
任
）

理

事
山
本　

太
一
（
香
美
町
・
新
任
）

理

事
井
口　
　

薫
（
香
美
町
・
再
任
）

理

事
下
雅
意　

敏
（
新
温
泉
町
・
再
任
）

理

事
松
岡　

茂
雄
（
新
温
泉
町
・
新
任
）

理

事
坂
本　

廣
志
（
新
温
泉
町
・
再
任
）

監

事
大
田
垣　

修
（
香
美
町
・
新
任
）

監

事
岩
垣　

廣
一
（
行
政
・
新
温
泉
町
・
新
任
）
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薫
風
が
青
田
に
う
ね
り
を
見
せ
る

好
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
も
う
１
ケ

月
も
す
れ
ば
稲
穂
は
揃
い
、
更
に
３

週
間
余
り
で
稲
刈
り
稲
の
期
間
も
半

ば
過
ぎ
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
夏
本
番

を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
会

員
各
位
に
は
益
々
ご
健
勝
で
本
会
の

事
業
推
進
に
は
格
別
の
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お

か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
私
達
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
、
先
ず
無
事
故
、
会
員
各

位
の
毎
日
の
心
が
け
で
、
７
月
５
日

現
在
で
無
事
故
４
５
２
日
達
成
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
共
に
限
り
な
い
前

進
に
期
待
い
た
し
ま
す
。
又
、
平
成

28
年
度
の
定
時
総
会
も
無
事
終
了
い

た
し
ま
し
た
。
今
期
は
役
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
改
選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
理
事
11
名
監
事
２
名
総
会
の
ご

同
意
を
頂
き
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
総

会
終
了
後
、
理
事
長
の
互
選
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

推
挙
頂
き
ま
し
た
、
理
事
長
の
拝
命

を
受
け
、
就
任
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
先
ず
無
事
故
で
美
方
郡
民
の

た
め
に
、
本
セ
ン
タ
ー
の
た
め
最
善

の
方
策
を
創
意
工
夫
し
、
現
代
の
流

れ
に
乗
り
遅
れ
る
事
な
く
任
期
を
全

う
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど

う
か
限
り
な
い
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、

平
成
27
年
の
介
護
保
険
制
度
の
改
革

に
伴
っ
て
、
急
速
に
シ
ル
バ
ー
の
パ

ワ
ー
が
浮
上
し
、
重
要
な
位
置
づ
け

が
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
団
塊
の
世

代
が
75
才
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年

を
目
途
に
重
度
な
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
で
人
生
の
最
後
ま

で
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
医

療
、
介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、
生
活

支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制

（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）
の
構

築
を
実
現
、
今
後
認
知
症
、
高
齢
者

の
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
大
事
な
５
つ
の
中
で
私
達
の

役
割
は
、
生
活
支
援
・
家
事
支
援
で

あ
り
こ
れ
等
が
基
礎
と
な
り
、
介
護

が
必
要
と
さ
れ
る
方
々
の
重
度
化
が

年
に
０
．１
％
で
も
抑
制
さ
れ
延
い
て

は
、
国
全
体
４
０
０
万
人
〜
７
０
０

万
人
と
云
わ
れ
て
い
る
方
々
の
介
護

が
１
０
０
〜
５
０
０
億
と
云
う
よ
う

な
大
き
な
数
字
で
介
護
保
険
制
度
の

改
革
に
一
役
担
う
結
果
に
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
改
革

に
繋
が
ら
な
け
れ
ば
介
護
職
員
の
不

足
も
補
え
な
い
。

　

団
塊
の
世
代
が
す
べ
て
75
才
以
上

に
な
る
２
０
２
５
年
に
は
約
38
万
人

の
介
護
職
員
の
不
足
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
あ
っ
て
私
達
会
員

は
現
在
は
住
民
の
約
１
％
せ
め
て
住

民
の
０
．5
％
約
４
５
０
〜
５
０
０
名

の
会
員
増
大
を
目
標
に
し
て
、
高
齢

化
率
県
下
１
、
２
と
云
う
美
方
郡
が
、

こ
の
シ
ル
バ
ー
の
パ
ワ
ー
で
安
心
し

て
地
域
で
い
つ
ま
で
も
生
活
出
来
る

そ
の
環
境
、
地
域
づ
く
り
に
挑
戦
す

べ
き
が
シ
ル
バ
ー
の
使
命
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

全
国
シ
ル
バ
ー
会
員
約
78
万
人
、

県
下
に
お
い
て
は
約
４
万
５
千
人
、

美
方
郡
は
３
２
８
人
そ
れ
ぞ
れ
１
・

５
倍
増
の
会
員
拡
大
で
そ
の
パ
ワ
ー

を
発
揮
出
来
れ
ば
必
ず
国
の
介
護
保

険
制
度
も
改
善
さ
れ
、
介
護
職
員
の

不
足
も
担
え
な
い
も
の
か
と
思
う
。

〝
夢
を
追
い
実
現
さ
す
そ
の
努
力
は

惜
し
ま
な
い
〞

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
毎
日

が
そ
の
瞬
間
が
無
事
故
で
あ
り
ま
す

様
に
お
祈
り
し
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

役
員
紹
介

役
員
紹
介

役
員
紹
介
平
成
28
年
度
〜

平
成
29
年
度

理
事
長
挨
拶

理
事
長
挨
拶

理
事
長

藤
澤
丈
夫



　

皆
様
に
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
発
展

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
共
ご
指
導
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

仲

山

秀

樹
（
前
常
務
理
事

　

兼
事
務
局
長
）

川

田

昌

吾
（
前
理
事
）

野

村

尚

司
（
前
理
事
）

川

西

秀

顯
（
前
監
事
）

清

水

雅

弘
（
前
監
事
）
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去
る
、
５
月
25
日
午
後
１
時
30
分
よ
り
、

新
温
泉
町
湯　

文
化
体
育
館
「
夢
ホ
ー

ル
」
に
お
い
て
、
公
益
社
団
法
人
美
方

郡
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
平
成

28
年
度
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
会
員
総
数
３
３
７
名
の
内
、

出
席
者
２
３
６
名
（
う
ち
委
任
状
１
６

４
名
）
に
よ
り
、
井
上
総
務
課
長
の
司

会
進
行
の
も
と
、
藤
澤
丈
夫
理
事
長
が

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
会
員
表
彰
に
続

い
て
、
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
来

賓
の
岡
本
英
樹
新
温
泉
町
長
、

西
内
正
昭
香
美
町
副
町
長
か
ら

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
賓
退
席
後
、
議
長
に
温
泉

地
域
の
神
野
邦
夫
さ
ん
を
選
出

し
、
議
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

 

報
告
事
項
の
報
告
の
後
、
決
議

事
項
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
大
桐
副
理
事
長
が
閉
会
の

挨
拶
を
述
べ
、
定
時
総
会
は
無
事
終
了

し
ま
し
た
。

第
一
号
報
告　

　

平
成
27
年
度
事
業
報
告

第
二
号
報
告

　

平
成
27
年
度
補
正
予
算

第
三
号
報
告

　

平
成
28
年
度
事
業
計
画

第
四
号
報
告

　

平
成
28
年
度
収
支
予
算

第
五
号
報
告

　

資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み

第
一
号
議
案

　

平
成
27
年
度
決
算

第
二
号
議
案
〜
第
十
四
号
議
案

　

平
成
28
年
度
〜
平
成
29
年
度
役
員

（
13
名
）
の
選
任

第
十
五
号
議
案

　

理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任

【
報
告
事
項
】

▲ 挨拶を行う藤澤丈夫理事長

▲ 来賓祝辞（岡本英樹新温泉町長）

▲ 来賓祝辞（西内正昭香美町副町長）

▲ 議長　神野邦夫様（温泉地域）

▲ 大桐茂樹副理事長の閉会の挨拶

▼ 熱心に審議される皆さん

▲ 会員表彰（継続して１０
年以上登録の会員）賞状
と記念品が贈られた

【
決
議
事
項
】

平
成
28
年
度
定
時
総
会
開
催

平
成
28
年
度
定
時
総
会
開
催

平
成
28
年
度
定
時
総
会
開
催

退
任
役
員
紹
介
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状　況：発注者の庭で、ヘルメットを着
用し、松の木に登り、安全帯を幹に取り
付け作業にかかろうとした時、前日の雨
でぬれていた為、足が滑り体制を崩した。

対　策：庭木がぬれている時は、剪定作
業をしない。本件は、安全帯を装着して
いた為に事故にならなかった。

とか
したことないですか

と

１

29

300
ハインリッヒの法則

ハインリッヒの法則とは

「事故に至る一歩手前の状況」を活用

体　験　事　例

除草・草刈り
事故分類：傷害・屋外
事例分類：墜落・転落

　労働災害における経験則の一つ。一つの重大事故の背後には29の軽微な
事故があり、その背景には300の異常が存在するというもの。

　これまで事故には至らなかったけれど、一歩間違えれば、また運が悪ければ
大事故に繋がる「ヒヤリ・ハット」した経験を、他の会員の方が共有し、事故
を防ぐ手立てにする。

状　況：発注先で刈払機を使用しての除
草作業中。刃の回転速度を上げており、
防護ネットを越えて石が飛んでいるとき
があった。
対　策：作業範囲が広く、少し焦ってい
た。防護ネットがあることに安心をし、
また、石飛で物を破損した事が無く、刈
払機の操作に自信があったため回転速度
を上げて作業していたが、石が防護ネッ
トを越えるほど飛んでいる事を知り、低
速で作業を行うことにする。

剪定作業
事故分類：賠償・屋外
事例分類：衝突（物）

１件の重大な事故・災害

3 0 0件のヒヤリ・ハット

2 9件の軽微な事故・災害

重度災害を防止できる

※体験事例は、兵庫県版ヒヤリ・ハット事例集より



●
気
温
や
湿
度
が
高
い
な
ど

　
の
環
境
条
件
と
、
体
調
が

　
良
く
な
い
、
暑
さ
に
体
が

　
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
な
ど

　
の
個
人
の
体
調
に
よ
る
影

　
響
が
組
み
合
わ
さ
る
事
で

　
発
生
が
高
く
な
り
ま
す
。

□
吐
き
気
が
す
る
　
□
反
応
が
鈍
る

□
頭
が
痛
い
　
　
　
□
言
動
が
お
か
し
い

□
呼
吸
が
速
い
　
　
□
脈
が
速
く
、
弱
い

□
唇
が
し
び
れ
る
　
□
め
ま
い
が
す
る

□
筋
肉
に
痛
み
と
け
い
れ
ん
が
あ
る

□
急
に
多
く
の
汗
が
出
る

□
急
に
汗
が
出
な
く
な
る

●
寝
不
足
や
二
日
酔
い
な
ど

　
は
熱
中
症
の
も
と
。

●
暑
く
て
食
欲
が
落
ち
る
時

　
期
で
も
、
食
事
を
し
っ
か

　
り
摂
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
水
分
と
塩
分
は
汗
で

　
失
わ
れ
ま
す
。
仕
事

　
を
始
め
る
前
か
ら
こ

　
ま
め
に
ス
ポ
ー
ツ
ド

　
リ
ン
ク
や
食
塩
水
等

　
で
補
給
す
る
。

急
に
暑
く
な
っ
た
日
は

特
に
注
意
！

こ
ま
め
に
水
分
・
塩
分

の
補
給
を

で
き
る
だ
け
涼
し
い
服
装
を

次
の
よ
う
な
症
状
は

熱
中
症
の
危
険
信
号
で
す

睡
眠
不
足
・
疲
労
は
大
敵

熱
中
症
の
発
生
は
７
月
〜
８
月
が
ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。

●休憩は風通しの良い
　　涼しい場所で
●休憩は風通しの良い
　　涼しい場所で

を
防
ぐ
た
め
に
全
員
が
取
組
み
ま
し
ょ
う

を
防
ぐ
た
め
に
全
員
が
取
組
み
ま
し
ょ
う

を
防
ぐ
た
め
に
全
員
が
取
組
み
ま
し
ょ
う

※全シ協「安全就業」のためのチェックポイントより抜粋

●
仕
事
の
安
全
衛
生
に
問
題
が
な

　
け
れ
ば
、
綿
等
の
通
気
性
・
吸

　
湿
性
の
よ
い
生
地
で
、
明
る
い

　
色
調
の
風
通
し
の
よ
い
服
装
で

　
仕
事
を
す
る
。

●
直
射
日
光
の
当
た
る
屋
外
で
の

　
仕
事
に
は
、
つ
ば
の
広
い
帽
子

　
が
有
効
。

刈払い機を使用するときの注意点刈払い機を使用するときの注意点刈払い機を使用するときの注意点
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●ねじの緩み
●歯先のひび割れ、めくれ、
　まがり等の異常

《使用前の点検》

●安全帽

●手　袋

●作業靴は底の厚い
　すべりにくいもの

●フェイスマスク
　またはゴーグル

《服装・履物》

●金属刃またはナイロン
　コードの草刈り機
（石跳ねストップ機能付き）

●金属刃またはナイロン
　コードの草刈り機
（石跳ねストップ機能付き）

●周囲に財物が存在する合は
　防護ネット等により必ず養
　生を行う

●移動する時はエンジ
　ン停止又は、アイド
　リング状態で行う

●現場周囲に人や車の
　往来が予想される場
　合は看板やコーンを
　設置し、立入禁止措
　置又は、見張人を配
　置する

●２人以上で作業するときは、
　互いの距離を十分に取る



　

地
域
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
が
地
域
の
信
頼
を
得
る
た
め

に
も
、
極
め
て
有
意
義
な
活
動
と
し
て
、
定
時
総
会
で
も
ご
承
認
を
頂
き
、

６
月
に
２
地
域
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

六
月
十
四
日
（
火
）
浜
坂
サ

ン
シ
ー
ホ
ー
ル
敷
地
内
で
草
引

き
、
剪
定
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
13
名
（
男
性
8
名
、

女
性
5
名
）
の
会
員
に
よ
り
植

え
込
み
の
草
引
き
や
ツ
ツ
ジ
他

植
木
の
剪
定
を
し
ま
し
た
。
約

2
時
間
半
作
業
を
行
い
、
見
る

見
る
周
辺
は
綺
麗
に
な
り
職
員

か
ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。

ロ
ン
カ
ッ
タ
ー
を
使
用
す
る
時
は
、
一

方
を
20
㎝
の
長
さ
で
使
用
す
る
事
と
、

あ
ら
ゆ
る
方
向
へ
飛
ぶ
可
能
性
が
あ
る

の
で
少
し
左
側
へ
傾
け
る
よ
う
等
の
説

明
を
、
一
同
熱
心
に
聞
き
ま
し
た
。

　

講
習
後
、
参
加
者
全
員
で
実
際
に
敷

地
内
の
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
山
本
太
一
業
務
担
当
理
事

の
挨
拶
で
講
習
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

6
月
17
日
（
金
）

9
時
30
分
よ
り
新
温

泉
町
湯
、
旧
中
山
牧

場
に
て
、
養
父
市
愛

林
興
業
但
馬
営
業
所

の
中
島
所
長
を
講
師

に
お
迎
え
し
て
、
18

名
の
会
員
と
職
員
が

参
加
し
て
実
施
し
ま

し
た
。

　

最
初
に
井
口
業
務
委
員
長
よ
り
、

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
安
全

が
全
て
に
優
先
す
る
事
を
基
本
に
就
業

す
る
事
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
学
ぶ
草

刈
機
の
整
備
方
法
や
取
扱
い
説
明
を
よ

く
理
解
し
て
頂
き
、
今
後
も
事
故
０
件

を
継
続
し
て
安
全
就
業
に
つ
と
め
て
頂

き
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
後
、
講
師
か

ら
始
業
前
点
検
の
必
要
性
や
、
グ
リ
ス

の
正
し
い
充
填
方
法
、
刈
取
り
角
度
は

１
２
０
度
を
目
安
に
す
る
事
や
、
ナ
イ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介

浜
坂
地
域

温
泉
地
域

浜
坂
地
域

　

六
月
十
五
日
（
水
）
新
温
泉

町
湯
夢
ホ
ー
ル
前
を
流
れ
る
春

来
川
の
河
原
を
草
刈
り
作
業
し

ま
し
た
。
こ
の
地
域
で
は
、
毎

年
「
全
日
本
か
く
れ
ん
ぼ
大

会
」
の
開
催
に
合
わ
せ
て
大
会

前
に
す
る
恒
例
の
取
組
み
で
す
。

今
年
は
、
会
員
８
名
と
例
年
よ

り
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
が
約

２
時
間
作
業
を
行
い
、
周
辺
は

綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。

温
泉
地
域

▲ 井口委員長の挨拶を聞く参加者

▲ 整備手順など説明する愛林興業中島所長

▶ 

刈
取
角
度
は
１
２
０
度
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刈払機取扱
講習会

刈払機取扱
講習会

刈払機取扱
講習会



　

会
員
の
働
く
機
会
の
拡
大
・
確
保
を

図
る
べ
く
、
今
年
度
よ
り
香
住
区
内
で

な
し
栽
培
を
事
業
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

面
積
は
約
30
ａ
、
二
十
世
紀
梨
を
中

心
に
栽
培
し
ま
す
。

　

慣
れ
な
い
作
業
が
続
き
ま
す
が
、
な

し
栽
培
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
見
て
下
さ
い
。

　

主
な
作
業
は
、
春
か
ら
受
粉
（
交

配
）
、
摘
果
、
袋
掛
け
（
小
・
大
）
、

収
穫
、
肥
料
の
散
布
、
農
薬
散
布
（
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
る
散
布
）
、
剪
定
、

誘
引
等
ほ
ぼ
年
中
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度　

高
齢
者
活
躍
人

材
育
成
事
業
と
し
て
、
チ
ラ
シ
の
と
お

り
送
迎
ド
ラ
イ
バ
ー
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

介
護
者
業
務
の
基
礎
知
識
や
車
い
す

等
、
装
具
の
操
作
方
法
、
ま
た
、
移

動
・
乗
降
介
助
の
方
法
を
学
び
福
祉
有

償
運
転
者
と
し
て
安
全
運
転
の
実
技
も

取
り
入
れ
た
講
習
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

八
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で

の
毎
日
、
五
日
間
講
習
を
豊
岡
市
日
高

町
に
て
受
講
す
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

受
講
料
は
無
料
で
す
。
ご
希
望
の
方

は
事
務
局
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
講
習
は
、
受
講
後
、
シ
ル

バ
ー
会
員
と
な
る
事
を
前
提
に
、
一
般

町
民
も
対
象
と
し
て
お
り
、
香
美
町
、

新
温
泉
町
の
広
報
に
チ
ラ
シ
を
折
込
す

る
予
定
で
す
。

独
自
事
業
へ
の

　
取
り
組
み

独
自
事
業
へ
の

　
取
り
組
み
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兵庫県シルバー人材センター協会  主催

送 迎（介護）ドライバー
講習会のご案内

送 迎（介護）ドライバー
講習会のご案内
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こ
の
度
、
初
め
て
会
報
の
発
行
に

携
わ
り
ま
し
た
。
難
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
身
近
な
情

報
の
発
信
を
心
が
け
ま
す
の
で
、
ご

意
見
・
ご
要
望
・
ご
感
想
等
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
厳
し
い
暑
さ
が
続
き
ま

す
が
、
健
康
管
理
を
し
て
安
全
就
業

を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
熱
中

症
に
は
十
分
気
を
付
け
、
こ
ま
め
な

水
分
補
給
な
ど
常
に
対
策
を
忘
れ
ず

に
。

編
集
後
記

○家事援助従事者講習会（７月）
○植木剪定講習会（９月）
○襖・障子張り講習会（10月）
○家事援助従事者講習会（11月）
○料理講習会（11月）
○寄せ植え講習会（12月）
○地域懇談会（12月）

今
後
の
行
事
予
定

８

　
こ
の
度
、
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
と

し
て
就
任
し
ま
し
た
。
今
春
ま
で
四
年

間
業
務
担
当
と
し
て
勤
め
さ
せ
て
頂
き
、

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
年
齢
化
が
進
む
中
、
家
事
援
助
な

ど
地
域
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
役
割

を
果
た
す
べ
く
、
行
政
や
社
協
等
と
の

連
携
を
密
に
し
、
ま
た
、
就
業
機
会
の

確
保
と
女
性
の
会
員
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　
今
年
度
よ
り
独
自
事
業
と
し
て
、
な

し
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様

に
は
戸
惑
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

是
非
一
度
梨
作
り
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

　
会
員
の
親
睦
に
つ
き
ま
し
て
も
、
親

睦
旅
行
の
他
に
、
趣
味
を
同
じ
く
す
る

会
員
の
集
ま
り
の
場
を
持
ち
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
基
本
理
念
の
も

と
、
会
員
の
皆
様
と
共
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
四
月
よ
り
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
誠

意
を
も
っ
て
確
実
に
仕
事
を
消
化
す
る

こ
と
で
、
発
注
者
に
喜
ば
れ
る
、
そ
ん

な
職
員
を
目
指
し
て
取
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
パ
ワ
ー
を
頂

き
な
が
ら
、
そ
の
パ
ワ
ー
を
地
域
社
会

貢
献
に
活
か
し
、
会
員
の
生
き
が
い
と

な
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
私
自
身
も

社
会
貢
献
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
意
義

を
理
解
し
、
や
り
が
い
を
求
め
て
い
き

た
い
で
す
。
人
生
最
後
の
仕
事
と
考
え
、

感
謝
を
忘
れ
ず
全
力
で
突
き
進
ん
で
い

く
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
四
月
か
ら
臨
時
職
員
と
し
て
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
何
分
不
慣
れ
な
職
員
で
戸
惑
い
も
多

く
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
お
役
に
た
て
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長

駒
居
　
勝

臨
時
職
員

宅
見
　
正

岡
本
富
雄

業
務
担
当
職
員

（
香
住
地
域
）

会員一人一会員の入会を目指して

事 務 局 か ら の お 知 ら せ

１１月１７日㈭大阪
の「なんばグランド
花月」を計画。多く
の参加をお待ちして
います。

　会員の皆様から友人・知人の紹介活動
をお願いします。

　なお、都合により日程を変更する場合
がありますので、事前にご確認ください。

７月１２日、８月９日、９月１３日、
１０月１１日、１１月８日、１２月１３日

毎月第２火曜日9：30～センター事務所にて開催
入会説明会の開催日程

新

紹

職

介

員

任

の

新

紹

職

介

員

任

の


